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‘確信と絆で作ろう、希望の未来へ！！ 今日より一歩’
「奉仕を通じて平和を」
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岸裏　廣澄さん 内田史さん本日の卓話よろしくお願いします。

島　　公造さん 内田様卓話ありがとうございます。

山本　進三さん 先週末、長男の七五三と長女のお宮参り、ぶじに終了しました。

乾　　敦雄さん 内田様卓話よろしくお願いします。

阪神タイガース応援団一同

ポール・パーシー・ハリス
（1868〜 1947）

◆ ◆

◆ ◆

ポール・ハリス語録
国際理解と親善を推進するに当たって、ロータリアンであるなしを問わ
ず、できるだけ多くの人々に接することが重要である、ということを忘
れてはなりません。とはいえ、個人では多くに人に接するにも限度があ
ります。

 旅行記、第２巻

出 席 報 告 会員数 ４４名（内出席規定適用免除会員１６名） 　山東　勝彦 出席委員長
皆さん、出席してください。

11月15日（本　日） 26名 74.3％ 11月　1日（メーキャップ後） 32名 91.4％ （欠席3名）

本日の累計  11,500円（計4名　5件）〔お誕生日お祝い　223,000円　  皆出席表彰　10,000円　  その他　952,210円　　累計額　1,185,210円〕

ありがとうございました

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−  島　公造 会長　　会長報告
　みなさんこんにちは。相変わらずバタバタと、今週も業界のゴルフ会で京都で二日、ロータリー
九クラブと報道機関との年一度のコミニュケーション・木潮会、それに和歌山に貢献度一番の島
精機さんの五十周年記念セレモニーと自分の事のようにうれしく思います。又ようやく政治の世
界も動き出した感じです｡ 年内解散選挙となるような気配になってきましたが、又々民主党が割

れそうな気配を皆様も思っていらっしゃるでしょうが、早く前に進む政治をと切に願う私でございます。

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−  山本　進三 幹事　　幹事報告
　ガバナー会議長　石川正一様より

　2020年東京オリンピック・パラリンピック招致へのご協力のお願いとして、全員にリーフレッ
トとピンバッジが届きました。
　会員の皆さまにお配りしておりますのでご利用下さい。
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クラ ブ 名 日 　 　 時 内 　 　 容

和歌山城南Ｒ.Ｃ. 11月22日（木） 例会変更

和歌山南Ｒ.Ｃ. 11月23日（金） 祝日休会

和歌山中Ｒ.Ｃ. 11月23日（金） 祝日休会

和歌山北Ｒ.Ｃ. 11月26日（月） クラブフォーラム 「第２回Ｉ．Ｄ．Ｍ．発表」

和歌山アゼリアＲ.Ｃ. 11月26日（月） 卓話 「中南米音楽の弾き語り」 當仲　清孝 会員

和歌山Ｒ.Ｃ. 11月27日（火） 「ロータリー財団月間に因んで」

和歌山西Ｒ.Ｃ. 11月28日（水） 会員卓話

和歌山東南Ｒ.Ｃ. 11月28日（水） 例会変更

●卓話「もっと和歌山に自信を！」
 和歌山市長　大橋　建一さん

●お誕生日お祝い
吉田　篤生さん　　１１月２９日

●皆出席表彰
松田　洪毅さん　　１年皆出席　通算１６年

●ピアノ演奏� 中井　利枝さん
優しきあこがれ（倉本裕基）
新しい風の中で（倉本裕基）

●卓話「老化に伴う目の病気」
 日赤和歌山医療センター眼科部長　大谷　篤史さん

●卓話「エイズ撲滅キャンペーンについて」
 和歌山県福祉保健部感染症対策班主査　内田　史さん

●ロータリーソング� 村田　昌之 次期会長
「我らの生業」

本日の例会� 11月22日（木）

次回の例会� 11月29日（木）

前回の例会� 11月15日（木）

１１月１９日（月）　和歌山北Ｒ.Ｃ.　�黒田　純一、山東　勝彦、
野田　真司、松田　弘治

１１月２０日（火）　和歌山Ｒ.Ｃ.　　角谷　芳伸

メイキャップ情報  （敬称略）

−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−− 和歌山県福祉保健部感染症対策班主査　内田　史さん　　
卓　　話 「エイズ撲滅キャンペーンについて」

はじめに
　国際ロータリー第２６４０地区の皆様には、和歌山県のエイズ予防啓発について、毎年お世話に
なり、心から感謝申し上げる次第です。とりわけ顧問の笹島様には、和歌山県と和歌山市が共催

するエイズイベントについて、常日頃から貴重なご助言を頂き、施策の参考とさせていただいています。

ＨＩＶとエイズについて
　ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）は、感染するとからだを病気から守っている免疫力を低下させます。数週間後
に風邪に似た症状がでることがありますが、自覚症状がほとんどないまま数年を経て、日和見感染症と呼ばれる
病気を発症します。これらを発症した時点でエイズと診断されます。
　ＨＩＶの感染は性行為感染、血液感染、母子感染の３つです。約９割が性行為によるもので、感染しやすい行為
をすれば、だれでもうつる可能性があるので、他人ごとでない「自分の問題」と考えることが大切です。性行為
感染はコンドームを正しく使うことで予防できます。
　ＨＩＶ感染は血液検査（ＨＩＶ抗体検査）でわかります。検査は匿名・無料で全国の保健所で受けられます。治療
の進歩により、エイズに感染したことが早くわかれば、エイズ発症を予防したり遅らせたりすることが可能です。
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「こばと学園」
みかん狩りとバーベキューの集い
　前日にかなりの降雨で天候が心配でしたが、当日全くの晴天と暖かさで絶好の日和となりました。みか
んも豊作で木には各所たわわに色付いていました。
　「こばと学園」の児童等待ちわびていた日とあって、本当に明るく楽しそうでした。名物の焼き肉パーティ
では、お肉が不足しそうになるくらいの盛会でした。今年特に感じられたのは、児童等のマナーの良さで
した。ロータリー会員に対してそれぞれ大きな声でお礼を言う笑顔は、お世話させて頂くロータリアンに
とって最上の喜びでした。
　食後、クイズ大会等々行い、１３：００頃来年の再会を約束して閉会しました。
　関係者の皆さん本当に御苦労様そして有難う御座いました。

社会奉仕事業

２０１２年１１月１８日（日）矢田農園　参加者５５名

東ロータリークラブ参加者の方 （々敬称略）

　　赤井　雅哉、乾　敦雄、上中　崇司、後　亮（ご家族１名）、樫畑　友洋（ご家族１名）
　　笹島　良雄（ご家族１名）、島　公造、瀧川　嘉彦（ご家族４名）、田原　久一、堀岡　忠男
　　山野　武彦、山本　進三、事務局　　合計２０名

クイズ当選者記念
島会長を囲んで

お礼挨拶

安藤　圭弥 君（小３）

今日は素晴らしいミカン狩り
本当に有難う御座いました。
来年も又宜しくお願いします。

ＨＩＶ感染者・エイズ患者の状況
　世界中のＨＩＶ感染症は、３，３３０万人であり、年間新たに２６０万人が感染し、世界の多くの地域では感染者は若
者に集中しています。
　日本でも２０１１年末には、１９，０００人以上が報告されており、２０１１年中に新たにＨＩＶに感染した人は１，０５６人、
エイズを発病した人は４７３人です。
　和歌山県では２０１１年までの累積報告数は８０人で、２０１１年中は、ＨＩＶ感染者は５人、エイズ患者は３人です。
しかし、ＨＩＶ抗体検査を受けていないために、自分の感染を知らない人が報告数の１０倍近くいるといわれてい
ます。

献血とＨＩＶ
　全国で献血件数は、２０年前に年間８００万件以上であったのが年々減少し、２０１１年には５２５万件となっていま
す。一方献血によるＨＩＶ抗体・核酸増幅検査の陽性者数は増加し、２０年前には１０万件あたり０.３５９件であっ
たのが、２０１１年は１.６９５件と４倍以上増えています。ＨＩＶ抗体検査及び核酸増幅検査陽性の血液は廃棄され、
血液製剤には使用されていませんが、万が一ＨＩＶ感染した血液が検査をすりぬけて輸血をされたら大変なことで
す。
「ＨＩＶ感染が気になるときは、献血をすると検査代わりになる。」という誤った認識を持っている人は少なくあり
ません。検査代わりに献血をしないように啓発することも重要です。

和歌山県のエイズ対策
　県民への普及啓発として、例年世界エイズデー（１２／１）にちなみ「世界エイズデー ｉｎ 和歌山」を開催して
います。保健所では高校生等に出前授業等を行っています。
　また、夜間エイズ電話相談（ボランティア団体に委託）の実施やエイズ治療中核拠点病院（県立医大付属病院）
と協力し、医療関係者等への研修等も行っています。

和歌山大学学生と連携した普及啓発
　２０１１年度から和歌山大学の大学祭実行委員会に協力をお願いし、大学祭で主に若者を対象として啓発を行っ
ています。事前に学生と研修や打ち合わせをする中で、若者がエイズについてどのように認識しているのか、ま
たどのようにしたら関心を持ってもらえるのか等がわかり、啓発方法の参考となりました。
　「今まで関心がなかったけど、絶対に知っておくべきだとわかった。みんなにも知ってもらいたい。」という声
が多く聞かれ、今後学生間、さらに社会生活で正しい知識を拡げてくれることを期待しています。

おわりに
　エイズの正しい知識を県民に幅広く普及するには、行政だけでは十分に行き届かず、国際ロータリークラブ会
員の皆様が地域に広めて下さることで啓発効果が大いに上がると考えます。今後ともどうぞご支援御協力をよろ
しくお願い申し上げます。


